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ボールパーク構想推進に係る市民説明会③ 

【質疑応答・意見交換記録】 

 

日時／令和2年2月20日（木）18：30～20：05 

会場／西の里会館 学習室 参加／26名 

 

 

 

＜質疑応答＞ 

Ä 新聞では新駅建設が決定したと報じられていましたが、以前、「市としては『新駅を建設す

ることができる』ことが発表されたと認識している」と聞きました。それでは今後、どのよ

うなプロセスを経て、建設決定となるのでしょうか。 

➡ 市はこれまで新駅の設置を請願してきましたが、JR北海道から、工期は 7年、費用は

概算で 80～90 億円で設置が可能と回答をいただいたと受け止めています。現在実務者

による協議を進めておりますが、それにより、具体的な駅の位置、規模、機能、工法、

工期などについて望ましい形の確認を進めた後、令和 2年度中に建設決定の判断をし、

着手していきたいと思っています。 

 

Ä 市債の発行について、将来的にどのような見通しを持っているのでしょうか。 

➡ 市債に関する指標のうち、一般財源の規模に対する公債費の比率である「実質公債費比

率」が重要だと考えていますが、北広島市の平成 30 度の実質公債費比率は 4.1%で道内

の市では 2番目に低い数字となっています。なお、早期健全化団体とみなされる基準は

25%です。今後はこの比率が増加傾向にあるものと考えていますが、ピークは令和 12

年度頃、比率は 12～13％程度になるものと見込んでいます。この比率が上がるという

ことは、単年度の支出に占める公債費の割合が増えるということで、公債費は人件費、

扶助費と並ぶ義務的経費の一つです。義務的経費があまり増えすぎると、市の独自施策

などに使える財源が圧迫されてしまいますので、このあたりに留意しながら運営してい

きます。 

 

Ä 市は財政運営指針を策定し、指針に基づいて財政運営を行っていると思いますが、現状その

通りに進めてこれているのでしょうか。また、この指針はどのようなタイミングで策定され

ていくのでしょうか。 

➡ 前回指針を策定したのは平成 29 年度で、この指針で掲げた目標値が、実質公債費比率

5％であり、現在のところ範囲内に収まっていますが、災害に伴う復旧経費やボールパ

ーク事業等の各種大型事業を想定していないものであったため、今後この目標値を超え

ることになると考えています。現在の財政運営指針は平成 30 年度から令和 4年度まで

の 5年間を目標達成期間と設定し、令和 4年度に見直しを行う予定としていましたが、

財政状況に大きな変化があった場合は随時見直ししていくことともしています。令和 2
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年度は市の新たな総合計画が策定される年でもあり、これに合わせて見直しを実施して

いきたいと思っています。 

 

Ä 開業時に新駅が設置されていないとすると、提示された分担率の実現は難しいと思います。

この交通分担率は、どのように設定したのでしょうか。 

➡ 鉄道の分担率についてですが、新駅が設置されるまでの間においても、北広島駅の改修

により捌くことが出来る人数として設定しています。これらを含めた交通分担率につい

ては、鉄道や道路における現在の余力、札幌ドーム来場者数を基にした地域的な補正

等、いくつかの条件を基にシミュレーションしたうえで、関係機関内で検証して設定し

ています。 

  

Ä 国道274号の渋滞を懸念しています。どのような対策を考えているのでしょうか。 

➡ 周辺の人口割合などから行ったシミュレーションでは、来場する自動車の約半数が 274

号を利用、非常に負荷がかかり渋滞が生じるという結果となっていました。これを解消

するために新設のアクセス道路を整備し、大曲通から大曲椴山線に入り、新球場方面に

行くルートを確立します。余力がありスムーズな来場が可能なこのルートを推奨し、今

後周知を図っていきたいと思っています。 

 

Ä 国道274号に近い、西の里中学校前の通り、立命館高校方面へつながる通りなど、住宅街の

道路に入ってくる車が増え交通事故などが起こる可能性が高まるのが心配です。何か対策は

あるのでしょうか。 

➡ 現時点において決定している施策はありませんが、とても重要な課題だと認識していま

す。道路ですので、強制力を持って通行を規制することは難しいと思っており、市だけ

ではなく各道路管理者や警察等と連携しながら、住宅街に車を誘導しない方策を検討し

ています。西の里地域の道路に関する事項については、今回しっかり受け止めて帰りた

いと思っています。 

 

Ä 新球場は、野球以外のスポーツで使用することは考えているのでしょうか。 

Ĕ 新球場は天然芝の球場とする計画で、その芝の育成状況等を見極めながら他競技の使用

について検証していきたいと思っていますので、開業当初は野球専用と考えています。

フィールドについてはこのような考え方ですが、建物としては多目的に利用できると思

っており、レストランでの結婚式、諸室での国際的な会議など、試合開催日以外も稼働

するスタジアムにしていきたいと思っています。 

 

Ä 近隣地区からシャトルバスを運行する計画において、具体的な発着地はどこになるのでしょ

うか。 

Ĕ 場所の正式な決定は今後となりますが、JRで来難い場所であり、人が多く集まる場所

を発着地にしていく想定です。 
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Ä Ｆビレッジ内に、チームの室内練習場や2軍のグラウンド、選手寮などは設けないのでしょ

うか。より選手とふれあえる環境があればいいと思っています。 

Ĕ 現在そのような計画はありません。エリアの価値を最大限に高めていきたいと思ってい

ますが、そのためにはＦビレッジに来場されるお客様に利用いただける施設・整備をま

ずは誘導すべきと考えています。 

 

Ä 大きなプロジェクトであり、球団も市も相当な投資をしていると思います。投資に対する回

収を優先的に考えれば、ターゲットは裕福層で、誘致すべきなのは多くお金を払ってくれる

ような事業者になるのでしょうが、すべてが高級路線の施設になってもいかがなものかと感

じています。エリアを形成していくうえで、何かコンセプトのようなものはあるのでしょう

か。 

Ĕ プロ野球は、性別・年代などにかかわらず多種多様な方々に観に来てもらえるコンテン

ツだと思っており、チケットの金額設定も様々なものを考えていきます。球場以外も同

様で、特定の層だけではなく、多くの方に楽しんでもらえる場所にしていきたいです。 

➡ Ｆビレッジのエリア内にどのような機能を設けていくかについて、市と球団はどちらか

一方向で主従関係にあるのではなく、対等なパートナーとして協議を進めています。お

互いに、まちづくりに資するためという大きな、かつ長期的なビジョンを持ちながら、

検討を行っています。 

 

Ä 先ほど説明のあった実質公債比率の見通しについて、これは新駅の負担額も含めた数字なの

でしょうか。 

➡ 報じられている額そのままではありませんが、新駅整備に関する費用も含め推計してい

ます。 

 

Ä 将来的に、レクリエーションの森もボールパークエリアとし、さらにスケールの大きいもの

にしていくという構想はありますか。 

➡ レクリエーションの森は国有林であり、それをボールパークエリアとしていくことは現

在考えていません。しかし連携していくことでお互いの魅力の高まりにつながると思っ

ていますので、方策について検討していきます。 

 

Ä 子どもたちも含め、市民にとって、ボールパークがあってよかったと思ってもらえるように

なることが大事だと思いますが、何か考えはあるのでしょか。 

➡ このプロジェクトは、市民の方にとってお金に換算できない価値があると思っていま

す。施設が地域に根付くことで、憩いの場として、また仕事の場として、社会活動の場

として、市民の皆さんにとって日常的に関わることができる場になることが、市にとっ

ての価値につながると思っています。一方で、収益を上げる施設であることで、そこで

生まれたお金が子育て支援の施策に回せるようになるなどの効果も考えられます。抽象

的な表現ではありますが、関わる、稼ぐ、生きがいができるということが大切だと思っ

ています。 
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＜意見交換＞ 

Ä 札幌市の友人が、「遠くなるから新球場には行かない」と言っているのですが、実際その友

人の住む地域からは、札幌ドームよりも早く北広島の球場に着くことが可能です。このよう

に、まだまだ「北広島は遠い」というイメージが強いと思いますので、もっとPRしていく

必要があるのではないでしょうか。 

➡ そういった方々の感覚は市としても認識しております。物理的な距離感の近さについて

周知を図り、心理的な距離感を縮めていくことは今後 3年間の大きな課題だと思ってい

ます。今後、ステップを踏みながら取り組んでいきます。 

 

Ä 多くの人がＦビレッジまで車で向かうと思いますが、交通量の減少を図るべく、乗合による

来場を呼び掛けるなどの取り組みを行ってはどうでしょうか。また、ファンクラブ会員から

アンケートを取るなどして、来場方法の傾向を把握し、居住地区別により良い新球場への来

場手段をPRすることなども効果的だと思います。 

Ĕ とても重要な視点だと思います。この他、より早く来場して、より長く滞在してもらう

仕組みなども構築していきたいと思っており、これらについて現在検討を進めていま

す。 

 

Ä 駐車場に入らずに送迎のみを行う車への対策も、近隣の渋滞を抑制するために必要だと思い

ます。 

Ĕ 周辺道路のアクセスが限られる中で、ドロップオフ、ピックアップをどのように誘導す

べきか、現在議論しています。札幌ドームの現状も対策によって以前と変わってきてい

ると聞いていますので、それらも参考としながら、お客様にも無理なくご納得いただけ

るような方策を見出していきたいと思っています。 

 

Ä 新設アクセス道路の近くには、特別天然記念物の野幌原始林があります。このような位置関

係において、貴重な自然があることを広く知ってもらうことが、環境保全等の理解促進につ

ながると思っています。 

➡ 道路整備の説明が主となってしまいましたが、ご意見いただいた通り、周辺の貴重な自

然の保全も同時に行っていきます。現在の特別天然記念物の場所から新設アクセス道路

の間のエリアについても、特別天然記念物として追加指定することとしています。これ

により道路周辺の開発は官民ともに不可能となり、将来にわたって保全を図っていきま

す。今後はこのような点についてもさらに発信していきたいと思います。 

  

Ä 想定以上の交通渋滞が起きないよう、周辺に民間駐車場が乱開発されることを抑制する必要

があると思います。 

➡ 市でもしっかり考えていかなければいけない事項だと思っています。民間駐車場に限ら

ず、総合体育館をはじめ、市役所など周辺公共施設の駐車場のマネジメントについても

同時に検証していきます。 
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Ä 市で相当額の支出をしていくにあたり、各種補助金など、新たな財源確保に向けて政策的に

取り組みを行っていくべきではないでしょうか。 

➡ 自治体として収入を得る方法も多様化しています。今後は企業版ふるさと納税制度をさ

らに拡大するなど、市として様々な方策について取り組んでいきたいと思っています。 


